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２
月
臨
時
会　

一
般
質
問

一 般 質 問 一 問 一 答

機
に
農
業
者
の
経
営
意
欲

や
経
営
基
盤
を
回
復
し
、

地
域
の
振
興
、
発
展
へ
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
捉

え
て
お
り
、
事
業
実
施
に

よ
り
農
村
環
境
の
保
全
を

図
り
、
農
業
及
び
農
村
地

域
の
復
興
、
再
生
を
果
た

す
も
の
と
考
え
る
。

問　

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
機

械
購
入
者
に
補
助
金
な
ど

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

農
業
者
や
メ
ー
カ
ー

等
と
連
携
を
し
ま
し
て
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
作
物
の

育
成
管
理
や
農
薬
散
布
な

問　

こ
れ
ま
で
１
年
間

ず
っ
と
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
て
き
て
、
現
実
的
に

今
は
困
難
で
は
な
い
か
と

質
問
し
た
際
に
も
、「
あ

く
ま
で
入
院
機
能
再
開
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
考

え
て
い
く
」
と
い
う
一
点

張
り
だ
っ
た
。

　

な
の
に
、
今
回
は
遠
ざ

か
っ
た
方
向
に
進
ん
で
い

る
上
に
、
外
来
を
充
実
さ

せ
た
新
た
な
無
床
の
診
療

所
の
整
備
に
関
し
て
は
一

答　

市
営
住
宅
で
は
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
平
成
19

年
と
20
年
度
に
全
て
の
住

宅
に
対
し
て
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
火
災
警
報

器
の
電
池
が
約
10
年
で
寿

命
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

平
成
29
年
度
と
30
年
度
に

か
け
て
機
器
の
更
新
を
し

て
い
ま
す
。

問　

小
野
町
で
は
火
災
警

報
器
未
設
置
世
帯
へ
の
設

置
費
用
の
助
成
を
決
定
し

た
。
火
災
警
報
器
の
設
置

費
用
の
助
成
に
つ
い
て
市

と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

答　

本
市
で
は
、
市
県
民

税
が
非
課
税
で
あ
る
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
住
宅
を

所
有
し
居
住
し
て
い
る
方

へ
火
災
警
報
器
の
給
付
を

し
て
い
る
。
今
後
と
も
相

馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
と
設
置
の
促
進
の
対
策

を
協
議
す
る
と
と
も
に
検

討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

ど
新
技
術
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
の
実
証
事
業

実
施
に
つ
い
て
支
援
を
し

て
き
た
。
農
業
分
野
に
お

け
る
新
技
術
の
活
用
は
、

農
作
業
の
省
力
化
や
効
率

化
に
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。
補
助
金
申
請
が
あ
り

購
入
費
等
66
万
５
千
820
円

支
出
し
て
い
る
。

切
記
載
が
な
い
。
こ
の
ま

ま
だ
と
、
新
た
な
診
療
所

も
つ
く
れ
ず
に
今
の
小
高

病
院
外
来
診
療
棟
で
ず
っ

と
診
察
が
続
く
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。

答　

入
院
設
備
が
設
置
さ

れ
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て

も
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
医

療
機
器
な
ど
の
整
備
は
し

て
い
く
考
え
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
は
、

農
業
で
あ
り
ま
す
。
農
業

の
振
興
な
く
し
て
は
本
市

の
発
展
は
あ
り
得
な
い
。

　

今
後
地
域
に
お
け
る
災

害
か
ら
の
復
興
再
生
に
関

し
て
は
特
に
営
農
再
開
に

向
け
除
染
の
進
捗
状
況
に

合
わ
せ
た
農
業
関
連
の
イ

ン
フ
ラ
復
旧
、
除
染
後
の

農
地
の
保
全
管
理
あ
る
い

は
作
付
実
施
の
大
規
模
化

や
施
設
園
芸
の
導
入
等
の

新
た
な
農
業
の
転
換
、
放

射
性
物
質
の
抑
制
対
策
、

た
め
池
等
の
放
射
性
物
質

対
策
等
一
連
の
取
り
組
み

な
ど
切
れ
目
な
い
支
援
。

　

未
来
に
向
け
た
農
業
対

策
は
何
が
足
り
な
く
て
ど

ん
な
対
策
や
改
善
が
必
要

な
の
か
伺
う
。

問　

農
地
の
復
興
の
土
台

は
生
産
基
盤
で
あ
る
。
圃

場
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

圃
場
整
備
事
業
を
契

問　

小
高
の
有
床
診
療
所

の
実
現
可
能
性
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

医
師
・
看
護
師
等
の

確
保
、
財
政
負
担
の
明
確

化
と
縮
小
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
等
の
機
能
も
担
え
る
施

設
と
し
て
の
活
用
の
３

点
。
有
床
診
療
所
の
運
営

に
向
け
た
大
き
な
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

検
討
を
始
め
て
１
年

以
上
経
つ
が
何
の
進
展
も

な
く
、
常
勤
医
が
退
職
届

を
出
し
た
と
い
う
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
し
か
な
い
。

答　

小
高
の
医
療
に
お
け

る
将
来
の
方
向
性
を
示
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
一

つ
の
成
果
。

問　

改
革
プ
ラ
ン
は
平
成

29
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で

の
計
画
だ
が
、
期
間
内
に

有
床
診
療
所
を
整
備
す
る

の
か
。

答　

３
つ
の
課
題
に
つ
い

て
解
決
を
図
っ
た
上
で
有

床
診
療
所
化
を
目
指
す
。

問　

南
相
馬
市
地
域
防
災

計
画
の
中
で
も
、
火
災
警

報
器
の
普
及
に
努
め
る
と

記
載
さ
れ
て
あ
る
。
設
置

向
上
に
向
け
て
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
う

の
か
伺
う
。

答　

相
馬
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
が
条
例
に
基
づ

き
個
別
家
庭
訪
問
や
Ｊ
Ａ

ま
つ
り
等
で
普
及
の
推
進

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
市

で
は
組
合
と
連
携
し
て
啓

発
チ
ラ
シ
の
配
布
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
普
及
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

冬
の
乾
燥
し
た
時
期

は
火
事
が
起
こ
り
や
す

く
、
今
年
は
風
が
強
い
日

が
続
い
た
り
も
し
て
い

る
。
特
に
市
街
地
で
は
延

焼
の
心
配
も
あ
る
。
市
営

住
宅
へ
の
火
災
警
報
器
の

設
置
や
防
火
対
策
は
ど
の

よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

農
業
問
題
対
策
や

改
善
に
つ
い
て

公
約
に
振
り
回
さ
れ
る

小
高
の
医
療

火
災
警
報
器
の

設
置
率
向
上
を
！

鈴木 貞正 議員

岡㟢 義典 議員 栗村 文夫 議員

そ
の
他
の
質
問

❶�

農
業
後
継
者
の
問
題
に

つ
い
て

❷�

新
規
就
農
者
確
保
対
策

に
つ
い
て

❸�

交
流
や
定
住
人
口
の
増

加
の
地
域
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問

❶�

小
高
病
院
常
勤
医
の
退

職
に
つ
い
て

❷�

小
高
病
院
本
館
の
解
体

に
つ
い
て

❸�

総
合
病
院
の
大
規
模
改

修
の
遅
れ
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶�

降
雪
時
の
対
応
体
制
に

つ
い
て

❷�

市
職
員
の
人
材
確
保
に

つ
い
て

一
般
質
問

ほ場整備事業（八沢地区内）

質問を終えて

　現代の農業問題は食料で
ある。農産物を生産する農
業という観点からすべての
人の課題である。

質問を終えて

　小高病院の常勤医が進退
をかけてまで伝えたかった
ことはしっかり受け取りま
した。

質問を終えて

　災害は忘れた頃にやっ
てくる。命を守るために、
自助・共助・公助で普段
からの備えを。

住宅用火災警報器

平成31年2月臨時会で意見が分かれた議案
議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

友　和　会 改革クラブ 尚友会 志政会 日本共産党
議員団 無会派 無会派

大場
裕朗

菊地
洋一

中川
庄一

田中
一正

細田
廣

今村
裕

田中
京子

渡部
一夫

鈴木
貞正

竹野
光雄

小川
尚一

高橋
真

大岩
常男

太田
淳一

山田
雅彦

平田
武

岡㟢
義典

鈴木
昌一

栗村
文夫

渡部
寛一

大山
弘一

志賀
稔宗

市
長
提
案

条　

例

南相馬市部設置条例
等の一部を改正する
条例制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南
相
馬
市
部
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

【
趣
旨
】

　

南
相
馬
市
復
興
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
着

実
に
遂
行
で
き
る
組
織
体
制
の
構
築
を
目
的
と
し

た
組
織
機
構
改
革
を
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で

実
施
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

【
主
な
内
容
】

新
た
に
「
こ
ど
も
未
来
部
」
を
設
置

【
反
対
討
論
】　

自
治
区
の
権

限
を
縮
小
す
る
も
の
で
あ

り
、
合
併
協
定
を
反
故
す
る

も
の
で
あ
る
。
市
民
の
理
解

を
得
て
丁
寧
に
説
明
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
単
な

る
組
織
機
構
の
見
直
し
の
よ

う
に
し
て
、
合
併
時
の
約
束

を
変
更
す
る
こ
と
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
。

【
賛
成
討
論
】　

仕
事
を
す
る

執
行
部
が
市
長
以
下
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
機
関
等
々
含
め

て
結
果
の
出
せ
る
体
制
を
構

築
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
の
部
設
置
条
例
に
賛
成
を

し
て
ぜ
ひ
結
果
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

賛
成
多
数
で
可
決
。

討
　
　
論

６０６億円（41億円減）　補正額 40 億 9,652 万円を減額し、補正後の一般
会計歳入歳出総額が606億 4,962万 4千円となった。

平成30年度３月補正予算

平成31年２月臨時会


